
売 上 高 753 億 70 百万円 ( +9.8% +67.2 億円 )

Ⅰ．部門別

(1)ラボ・インダストリー部門 623 億 71 百万円 ( +11.0% +61.9 億円 )
 ①ラボラトリー 461 億 19 百万円 ( +9.7% +40.9 億円 )
 ②インダストリー 162 億 51 百万円 ( +14.8% +21.0 億円 )
(2)メディカル部門 125 億 52 百万円 ( +4.2% +5.0 億円 )
(3)その他（Ｔ21手数料） 4 億 46 百万円 ( +7.4% +0.3 億円 )

Ⅱ．中計主要売上成⻑施策 288 億 33 百万円 ( +21.5% +60.0 億円 )

(1)eコマース 247 億 44 百万円 ( +23.8% +47.6 億円 )
 ①集中購買 113 億 92 百万円 ( +20.1% +19.0 億円 )
 ②Wave 12 億 69 百万円 ( +35.7% +3.3 億円 )
 ③AXEL 17 億 58 百万円 ( +13.4% +2.1 億円 )
 ④ネット通販 103 億 22 百万円 ( +28.9% +23.2 億円 )
(2)海外事業 40 億 89 百万円 ( +8.9% +3.3 億円 )
 ①中国 24 億 46 百万円 ( +1.8% +0.4 億円 )
 ②その他 16 億 42 百万円 ( +21.5% +2.9 億円 )

※( )前年同期比
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2025年３月期 第3四半期 経営成績

売上高 686 億 51 百万円 732 億 74 百万円 753 億 70 百万円 +9.8 ％

売上総利益 212 億 42 百万円 30.9 ％ 227 億 78 百万円 228 億 37 百万円 30.3 ％ +7.5 ％

販 管 費 及 び
一 般 管 理 費 137 億 8 百万円 20.0 ％ 150 億 25 百万円 144 億 41 百万円 19.2 ％ +5.3 ％

営業利益 75 億 33 百万円 11.0 ％ 77 億 52 百万円 83 億 96 百万円 11.1 ％ +11.5 ％

経常利益 78 億 71 百万円 11.5 ％ 82 億 14 百万円 86 億 66 百万円 11.5 ％ +10.1 ％

四半期純利益 54 億 22 百万円 7.9 ％ 57 億 29 百万円 59 億 72 百万円 7.9 ％ +10.2 ％

2024年３月期3Ｑ(前期)

実績 構成比 計画

2025年3月期3Ｑ(当期)

- -

実績 構成比 前年同期比
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売 上 総 利 益 228 億 37 百万円 ( +7.5% +16.0 億円 )

売 上 総 利 益 率 ％ ( ▲0.6 ｐ)
主な要因
・収益性については、調達コストの上昇に対応して機動的なプライシングを実施しているものの、上期
 までは高額受注の増加やメディカル系の消耗品の減少等により粗利率は対前年で1.1ポイント低下。
 ⼀⽅で、下期に⼊り、ロングテール商品を中⼼とした収益性の改善や7〜9月にかけての円高により輸⼊
 品の収益性が若干改善したこと等により10月以降の3か月の売上総利益率は対前年で0.1ポイント改善。

販売費及び一般管理費 144 億 41 百万円 （ +5.3% +7.3 億円 )

主な増減

（１）運賃及び倉庫作業料 38 億 82 百万円 （ +11.6% +4.0 億円 )
   物流2024年問題に付随した単価の値上がりが懸念されるなかデータドリブンを進め、運賃に関しては、
   配送⽅法の多様化を図り、倉庫作業料に関しては、EC拡大に伴う⼊出荷件数の拡大に対し様々な抑制
   対策に取り組み中。対売上高比率は前年並みで推移し、計画を若干下回る。
（２）人件費 49 億 61 百万円 （ +4.1% +1.9 億円 )
   賃上げを含めて人的資本への投資配分を増加させているが、付加価値額に相当する⼀人当たりの
   売上総利益額は前年同期に比して増加。（当第３四半期＠30.3百万円、前年同四半期＠30.1百万円）
   ※平均連結人員数 当第３四半期739人、前第３四半期706人
（３）不動産賃借料 12 億 4 百万円 （ ▲19.7% ▲3.0 億円 )
   2023年４月に開設した阪神ＤＣ（物流センター）が本稼働したことでの外部倉庫の解消及び⼀時的
   負担減が生じ減少。
（４）減価償却費 6 億 47 百万円 （ ▲2.8% ▲0.2 億円 )
   中之島クロスラボ開設に伴う建物及び構築物に約３億円投資するも、減価償却費への影響は少額。
   過年度投資の償却が進み微減。

補足
①売上高：15年連続増収、14年連続過去最高更新

 営業利益：過去最高を更新

 経常利益：過去最高を更新

 当期純利益：過去最高を更新

②部門別

 計画比では、ラボラトリー分野+3.1％、インダストリー分野+4.9％、メディカル部門▲0.7％、その他+8.6％

③中計施策
 計画比では、EC+5.8%、海外事業+7.3％ 合計+6.1%

以上

30.3

※( )前年比※( )前年同期比
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